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本学では�国際社会で活躍できる人材育成の一環とし

て�｢学生海外研修支援事業｣ が実施されている｡ 看護
学専攻では平成23年度よりこの事業の支援を受けて, 韓

国での海外研修を行ってきた｡ 訪問先である韓国中央大

学校赤十字看護大学 (������������������������,�������������������：以下���と略す) と本学医学部
は, 平成24年に部局間の学術交流協定を締結し, その後

も交流を重ねている１) ２)｡

平成28年 9 月 4 日から９日までの６日間, 前述の助成

を得て, 看護学専攻学部３年生６名が���を拠点とし
た海外研修を行い, 教員２名が同行した｡

今回の研修目的は, 海外の緩和ケアを主とする医療・

看護および教育の現状と多様性の理解, 母国語以外の言

語でディスカッションする力を身につけることであった｡

韓国の教員の配慮により, 緩和ケア関連の施設に加え,���病院, 地域の保健福祉施設および, 看護師が開業
して皮膚のケアを行うスキンリハビリテーションセンター

の見学, さらに���の授業や実習にも参加することが
できた｡ 今回, 緩和ケアに関連した内容を除いた研修の

うち特に学生の印象が深かった ��� (開設者である��������氏の頭文字を採用したもの) スキンリハビ
リテーションセンターと���でのシミュレーション授

業について, その内容と研修の成果を報告する｡���������
看護学専攻３年生の ｢緩和ケア論｣ の講義前に研修の

説明を行い, 参加者を募った｡ 参加希望者には参加の動

機, 韓国で体験したいことをＡ4の用紙に記載してもらっ

た｡ 名前を隠した状態にしたレポートを, 教員２名で各々

に熟読し６名の学生を選抜した｡ 学生は, 韓国において

本学を紹介する機会を得たため, パワーポイントを用い

た英語でのプレゼンテーションの作成を行った｡ その他,

韓国語や見学施設の学習など, 学生が主体的に準備を進

めた｡ 教員は学生の自主性を尊重し, 教員主導ではなく

学生の希望や意見を重視, 確認しながら準備を支援した｡�������
研修は表１の内容で実施された｡ 今回報告する���

スキンリハビリテーションセンター見学は３日目の午後,

シミュレーション授業と技術練習への参加は４日目に行

われた｡��������������������������������スキンリハビリテーションセンター３) は, メディ
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要旨 鹿児島大学医学部保健学科看護学専攻の学生６名が�韓国中央大学校赤十字看護大学での第４回学生
交流プログラムに参加した｡ 研修期間中�本学の学生は�実際の保健医療施設の見学や韓国の看護学生や教員
と交流を図ることを通して�看護の専門性を学んだ｡ 今回の６日間の研修の中で�学生にとって印象が深かった
スキンリハビリテーションセンターの訪問と大学でのシミュレーション授業への参加について報告する｡ この

プログラムに参加することにより学生は�世界における看護の重要性について洞察することができたと考える｡�����： 韓国�学生交流�シミュレーション教育�スキンリハビリテーション
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カルスキンリハビリテーションを行う施設である｡ スキ

ンリハビリテーションとは, 圧力をかけない特殊な手技

で皮膚の再生を促すもので, 火傷や外科的手術等で傷や

瘢痕ができた患者に対して, 皮膚を正常な状態に戻す為

のケアである｡ また痛みやかゆみ, 色素沈着を軽減しリ

ンパや血液の循環を改善することができる｡ 治療内容と

しては, スキンリハビリマッサージ, リンパマッサージ,

皮膚の伸縮性回復, アロマ療法などがあり独自のスキン

ケア用品も開発している｡ 施設見学のあと, 開設者の��������氏 (以下, ��氏とする) からスライドを用
いた説明があり, その後, 質疑応答の時間を得た｡

このセンターは, 看護師である��氏が開設した施設
であり, ��氏はメディカルエステティックを日本で学
び, 帰国後, 独自の手技やオイルを研究開発し, 現在の

メディカルスキンリハビリテーションを確立した｡ ��
氏は韓国におけるスキンリハビリテーションの第一人者

として活躍している｡

患者の年齢は幅広いが, ０～３歳児が最も多く, 最高

齢は78歳である｡ 顔面などに火傷を負った患者も多い｡

日本ではなじみが少ない軍事訓練等で負傷した軍人も多

く, 国との協力体制のもとで皮膚ケアを行っている｡

ケアは相談から再発の予防まで一貫しており, １回の

治療は40分程度であるが, その期間は６ヶ月以上に及ぶ

こともある｡ 治療費はオイルなどのケア用品を含めると

高額となるが, 個々の生活背景や経済状況などを考慮し

ながら来院回数やケア方法を患者とともに相談しながら

進めている｡ 遠方から来院する患者も多く, 自宅でも継

続してケアが行えるように指導を行っている｡ 皮膚への
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直接的なケアだけでなく栄養指導, 全身のサポートにも

配慮しているのが特徴的であった｡

説明後に質疑応答が行われた｡ ｢顔面などに大きな瘢

痕が残る患者は, 心にも傷を抱えていることが考えられ

るが, その精神面のケアはどのように行っているのか｣

という問いに対し��氏は, ｢我慢することである｡ と
てもつらい｣ と述べた｡ ��氏は患者とのコミュニケー
ションを大切にしているが, 多くの患者は当初, 自分自

身のことを語りたがらないという｡ 一般に看護師は, 傷

の原因を把握したいと思うものである｡ しかし, 顔面な

どに傷を負い, 外見が変化した患者は相手の顔を見て話

すことや, 自ら悩みを打ち明けることが少ないとのこと

だった｡ ��氏は, 原因を知りたい, 気持ちを知りたい
と思いつつも, 患者の気持ちを無理にこじ開けることは

せず, 語られないつらさにも寄り添いながらじっと待つ

と話した｡ 待つことはとてもつらく, 多大な忍耐力が必

要であるが, それも重要な看護援助の一つであると説明

があった｡ 傷の改善とともにケアにより心も癒されるた

めか, 患者は苦悩に満ちた受傷経緯を話してくれるよう

になるが, 自ら話してくれるまでには数か月を要する場

合もあるとのことだった｡����������������
学生が最も印象深く感じた内容は, ��氏が実践して
いる患者への精神的なケアであった｡ 学生は, 黙って患

者のそばにい続けることや, つらさにも寄り添うことが

重要な看護であることを理解した｡ 看護の奥深さや看護

が無限の可能性を秘めたものであることを実感として得

ることができていた｡ 国は異なっても看護の根底にある

ケアリングの考えは共通であることを強く認識した体験

であった｡ また, ��氏がデータを丁寧に収集し, 科学
的な視点を持って実践と評価を行っている姿勢に触れた

ことで学生は, 根拠を明確にしてケアを行うことの重要

性, 研究的な取り組みにより看護の効果を明示できるこ

とを感じていた｡

さらに, 一人の韓国の看護師が日本で学んだことを基

に独自の技術を生み出し, 開業して自律的に働いている

姿にも感銘を受けていた｡ 日本で, その基となる技術や

学べる環境が日本にあることや看護の独自性についても

改めて気づくことができていた｡��������������������������������������������������������������
スプリングセンターは臨地での実践にそった演習を行

うことができる設備が整った施設で ｢�������������������������｣ を理念として掲げている｡ 大学内の一つの
ビルのワンフロア全体がセンターとなっており, シミュ

レーションの部屋が４つ, 技術練習ができる複数の演習

室, 施設管理を行う事務室や物品管理のための部屋が複

数設置されている｡���は２つの学校が合併したため, １学年の学生が
300名と多い｡ 技術練習が効果的に実施できるために,

複数の教員が同じ授業を担当しており, １名の教員が看

護技術の講義を担当する学生は６～７名であった｡ シミュ

レーションの施設では, 在宅, 産科, ���, 一般病棟の
演習が可能で, 病院の設備と同等の物品が整えられてい

る｡ 患者モデル人形は, 瞳孔の縮小や散大, 脈の強弱,

呼吸音の設定など種々の設定を行うことが可能なものが

導入されていた｡

�����������������������
本学の学生６名は２名ずつに分かれてシミュレーショ

ン授業の見学, 演習の授業参加を行った｡ シミュレーショ

ンの授業では, 看護４年生の訪問看護のテストが行われ

ていた｡ 韓国学生３名が１グループとなり, 患者を訪問

する (シミュレーション室に入室する) 前にくじを引き,

看護師役２名, 家族役１名が決められた｡ 家族役は先に
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入室し, 患者であるモデル人形のそばで待機していた｡

看護師役の学生２名は患者の自宅 (シミュレーション室)

を訪問し, 状態観察, ケアの実施, 患者や家族への説明,

必要時医師への報告を行うことになっていた｡ 教員がコ

ントロールルームから患者シミュレータを操作し, 電話

連絡を受ける医師役も担っていた｡ バイタルサインなど

の状態を設定すると, 心電図波形や血圧の値が室内の画

面に明示されていた｡ 教員がマイクを通して発語すると,

患者の年齢に沿って声が変えられる仕組みになっており,

高齢者のような声で患者からの訴えがされていた｡ 教員

は, 患者への説明が乏しい学生には, 患者の発言として

｢苦しい｣ と訴えるなどの工夫を行っていた｡ 血糖測定

後, 医師に報告して指示を受け, インスリンを皮下注す

る設定がされていた｡ 教員は, 注射前に手洗いがされて

いるかなどチェックリストを用いて確認していた｡ 終了

後, インスリンのシリンジを持参することになっており,

教員は薬液の量が正確であるか, エアが入っていないか

など基本的な技術の確認も行っていた｡ 学生の行動は録

画されており, 終了後には別室に移動し, 40名程度の学

生が一緒にそのビデオを見ながら振り返り (ディブリー

フィング) を行っていた｡ この演習では患者の状態が変

化するため, 状態を把握したうえでの適切な対応が求め

られる｡ そして症状に気づくことができるか, 緊急の対

応や判断ができるかなどがトレーニングされる｡ また,

患者の身体的な面だけでなく患者や家族への声かけや医

師への報告の仕方も振り返りの内容に含まれる｡ 教員は,

病名や症状を英語で語るなど, 随所に英語での説明が含

まれていた｡ 教員が質問すると学生は自主的に返答し,

ディスカッションが活発に行われていた｡ 人数が少ない

ためか, 学生と教員の距離が近く, 質問をしやすい雰囲

気であった｡ 自分自身や他の学生の演習の様子を見て,

お互いの改善点を確認することで, 学習内容をより理解

することが出来ると感じた｡ このような実践に沿った対

処能力を身に着けることがフィジカルアセスメント能力

の向上となり, 臨床の場で生かすことができる実践力に

繋がると感じた｡

シミュレーションの授業と並行して, 技術練習の授業

が行われており, 本学の学生は２人ずつに分かれて授業

に参加した｡ 本学学生も韓国学生の説明を受けながらモ

デルの腕に点滴用のサーフロー針を挿入し, 固定する演

習を体験した｡ 本学の学生は戸惑いながらも, 支援を受

けて実施することができていた｡ 終了後, 短時間ではあっ

たが韓国学生と授業などに関する意見交換ができていた｡

�����������������������
シミュレーションの授業で韓国の学生は, 自らの観察

や判断を基に患者家族への説明や医師への報告をしなけ

ればならず, 本学の学生は韓国学生の主体的で積極的

な行動に感銘を受けていた｡ シミュレーション後のディ

ブリーフィングでも, 韓国の学生が教員に指名されなく

ても積極的に発言している様子を見て驚くとともに, 自

身のやや消極的な授業態度を振り返り反省していた｡ こ

れら授業への参加を通し, 本学学生は帰国後, より積
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極的に学習に臨む姿勢を取りたいと思いを新たにしてい

た｡ 韓国の学生との会話の中で, 技術練習を繰り返し行っ

て技術を習得しているという話を聞き, 本学の学生も,

自ら技術練習を繰り返し行うことの重要性を実感してい

た｡ 本学の学生は帰国後に実習を控えていたが, 実習に

向けて練習に励むことを誓っていた｡��������������������������������������������������
減塩食の献立見本にも毎食キムチが含まれているのを

見て本学学生が質問したところ, キムチの量を減らすこ

とや, 摂取の中止はせず, 低塩のキムチを選択する, 水

で洗うなどして食べるのが一般的であるとの説明を受け

た｡ 数々の工夫をしてキムチを毎食摂取することに本学

学生は衝撃を受け, 価値観の違いを感じていた｡ 異なる

価値観を持つ他者と関わることで, 価値観の多様性を知

ると同時にそれを尊重する姿勢の大切さを学ぶことがで

きていた｡�����������
韓国学生が語学に堪能であることや授業へ積極的に取

り組んでいる様子を目の当たりにし, 自身の未熟さに気

づき, 努力の必要性を認識していた｡��������������
海外の看護に触れることで本学学生は多くの刺激を受

け, 自分の在り方を振り返るなど多くの学びを得ていた

が, 日本の看護の良い点も発見できていた｡ また, 患者

の前で誠実であること, 品性を保つこと, 謙虚であるこ

となどの倫理観を持っていることにも改めて気づくこと

ができていた｡ これまで習得してきた看護に自信を持ち,

今後も維持向上していく意欲へとつなげることができて

いた｡ さらに, 今後も継続して世界の状況へ目を向ける

ことの重要性を実感していた｡ (写真５)

�������
シミュレーション授業の見学や演習に参加して, 韓国

学生が積極的に意見を述べ, 活発に議論している様子が

印象的であった｡ 厚生労働省が設置した ｢看護教育の内

容と方法に関する検討会報告書４)｣ の, 看護師教育にお

ける教育内容と方法でも, シミュレーション教育が効果

的であることが述べられている｡ シミュレーション授業

は, 実際の臨床場面を取り上げて体験するため, 状況下

での問題解決型および看護に至る思考 (臨床判断) のト

レーニング, チーム連携の強化が可能となる５)｡ 韓国の

授業では看護技術の適切性や感染・安全管理だけでなく,

家族への対応もチェックが行われていた｡ シミュレーショ

ン授業は, 既習の学びを統合して実践する場にもなって

いると感じた｡ また, 演習後のディスカッションではデ

フリーファー (学習目的に基づき, 学生の学びや発問や

質問に基づいて支援する役割) の教員が学生の意見を集

約し, 不足点については学生へ問いかけを行い, 学びが

深まるように関わっていた｡ 学生が効果的に学べるため

には, 学生の考えや行動の理由を引き出すためのスキル

が必要であると感じた｡ 学部教育の時から, より現場に

近い判断ができる場を提供できるような工夫を検討して

いく必要性を実感した｡

2017年 1 月, 第４回学生交流プログラムにて韓国学生

と教員が鹿児島大学を訪問した際に, 両国教員によるセ

ミナーと共催で今回の韓国研修報告会を行った｡ 韓国を

訪問した６名の学生は, 当時の写真を多く盛り込んだパ

ワーポイントを作成し, 英語でのプレゼンテーションを

実施した｡ 参加者によるアンケートの結果から, 報告会

は他学生の国際交流への関心や意識を高める機会になっ

たと考える｡ 国際社会で活躍する能力を養えるように,

国際交流を担当する教員のみならず, 全教員が国際的視

野を持ち, 文化の違いを超えた教育ができる学習環境を

取り入れること, 十分な外国語能力が必要であることを

実感することができた｡����������
前述のように, 韓国から学生と教員が来校時, セミナー

を開催したが, 今後は共同研究などにも取り組んでいく

ことで大学間の活性化につながることが期待される｡ 本

大学の ｢アジアや太平洋諸国との連携を深め, 研究者や

学生双方向交流および国際共同研究・教育を推進し, 人

類の福祉, 世界平和の維持, 地域環境の保全に貢献する｣

という憲章に基づき, 広く展開していくためにも, 他国

の現状を理解し, 外国語でディスカッションできるコミュ

ニケーション能力を学生・教員ともに習得し, 日本の看

護の優れた点を伸ばしつつ, 世界を意識した看護を実践

していく能力を高めることが今後の課題である｡
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��
施設訪問やシミュレーション授業・技術演習の見学や

参加という貴重な機会をくださった韓国中央大学校赤十

字看護大学の教職員, 訪問施設のスタッフの方々に深く
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